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１０
月
の
あ
る
昼
下
が
り
、

国
際
交
流
会
館
２
階
の
ダ
イ

ニ
ン
グ
に
は
、
開
講
中
の
Ｂ

Ｃ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
１２
月
１３

日
ま
で
）
の
午
前
の
授
業
を

終
え
昼
食
を
取
る
短
期
留
学

生
や
、
Ｒ
Ｐ
の
学
生
た
ち
が

集
ま
っ
て
い
た
。

Ｒ
Ｐ
の
菊
池
涼
さ
ん
（
経

営
３
）
は
、
昨
年
米
国
オ
レ

ゴ
ン
大
学
に
６
カ
月
間
、
中

期
留
学
し
た
。
「
ア
メ
リ
カ

で
も
寮
生
活
で
し
た
。
明
る

く
て
プ
ラ
ス
思
考
の
ア
メ
リ

カ
人
と
の
生
活
が
性
に
合

い
、
も
っ
と
長
く
留
学
し
て

い
た
か
っ
た
」
と
振
り
返

る
。
帰
国
後
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
寮
内
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
募
集
ポ
ス
タ
ー
を
見
て

「
こ
れ
だ
」
と
直
感
。
「
留

学
の
と
き
の
よ
う
な
異
文
化

体
験
が
で
き
る
良
い
チ
ャ
ン

ス
」
と
応
募
し
た
。

ル
ー
ム
メ
イ
ト
は
、
Ｂ
Ｃ

Ｌ
受
講
生
の
ジ
ョ
セ
フ
・
マ

ケ
ン
さ
ん
。
米
国
ネ
ブ
ラ
ス

カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校
で
、

日
本
語
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ん

で
い
る
。

「
日
本
語
の
勉
強
は
大
変

だ
が
、
漢
字
は
８
０
０
字
ほ

ど
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

リ
ョ
ウ
（
菊
池
さ
ん
）
は
宿

題
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
た

り
日
本
語
の
会
話
の
相
手
を

し
て
く
れ
る
。
生
活
面
も
安

心

」

と

話

す
。二

人
の
会

話
は
「
は
じ

め

は

日

本

語
。
話
し
て

い
る
う
ち
に

英

語

に

な

る
。
お
互
い

に
勉
強
に
な

っ

て

い

ま

す
」
…
…
二

人
は
顔
を
見

合
わ
せ
て
笑

っ
た
。

「
海
外
の

友
だ
ち
を
つ

く
り
た
い
」

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
し
た

島
田
奈
緒
さ
ん
（
文
１
）
は

韓
国
留
学
を
希
望
し
て
い

る
。「

寮
内
留
学
の
お
か
げ
で

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
に
い
て
海
外
の
人
と
ル

ー
ム
シ
ェ
ア
で
き
る
機
会
は

な
か
な
か
な
い
」
と
話
す
。

同
室
の
留
学
生
は
ヴ
・
デ

ィ
・
ガ
ー
さ
ん
。
ベ
ト
ナ
ム

国
家
大
学
ハ
ノ
イ
人
文
社
会

科
学
大
学
の
特
別
聴
講
生
で

専
攻
は
日
本
学
。
本
学
で
は

人
間
科
学
部
社
会
学
科
で
学

ん
で
い
る
。

ガ
ー
さ
ん
は
「
日
本
語
を

練
習
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
増
え

る
の
で
う
れ
し
い
」と
話
す
。

平
井
宏
祐
さ
ん
（
ネ
ッ
ト

情
報
４
）
は
米
国
オ
レ
ゴ
ン

大
学
の
サ
ム
・
イ
ム
リ
ー
さ

ん
と
同
室
。
イ
ム
リ
ー
さ
ん

は
小
学
生
時
代
、
日
本
で
過

ご
し
た
こ
と
も
あ
り
、
二
人

の
会
話
は
日
本
語
。

「
６
カ
月
間
い
ろ
い
ろ
な

国
の
人
と
知
り
合
え
る
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
触
れ

ら
れ
る
。
現
地
に
旅
行
す
る

よ
り
価
値
が
あ
る
の
で
は
」

吉
田
由
花
さ
ん
（
経
営

２
）
は
中
国
・
上
海
大
学
か

ら
の
留
学
生
、
邱
詰
文
さ
ん

（
特
別
聴
講
生
）
と
同
室
。

一
緒
に
夕
食
を
作
っ
て
食
卓

を
囲
む
こ
と
も
あ
る
。

充
実
し
た
毎
日
だ
が
、
外

国
人
と
の
団
体
生
活
は
時
間

の
感
覚
や
ル
ー
ル
の
認
識
、

習
慣
や
文
化
の
違
い
に
戸
惑

う
こ
と
も
あ
る
。

そ
ん
な
と
き
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
は
な
く
、
楽

し
い
こ
と
だ
と
考
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
と
微
笑
ん

だ
。
親
元
を
離
れ
る
の
は
初

め
て
の
こ
と
で
当
初
は
不
安

も
あ
っ
た
が
、
「
相
手
の
生

活
や
考
え
方
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
気
持
ち
が
大
切
」
と

思
っ
て
い
る
。

後
期
の
Ｒ
Ｐ
は
事
前
に
、

語
学
研
修
や
異
文
化
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
積
む
が
、
最
も
大
切

な
適
性
は
、
留
学
生
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
積
極
性
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
だ
。

留
学
生
と
の
共
同
生
活
を
通
じ
て
異
文
化
理
解
や
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養

う
寮
内
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
９
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
専
修
大
学

生
１４
人
が
国
際
交
流
会
館
で
レ
ジ
デ
ン
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
（
Ｒ
Ｐ
）
と
し
て
約
半
年
間
、

国
際
交
流
協
定
校
な
ど
か
ら
の
「
日
本
理
解
（
Ｂ
Ｃ
Ｌ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
及
び
「
日
本
語

・
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
短
期
留
学
生
や
特
別
聴
講
生
と
共
同
生
活
を
送
る
こ
と
に

よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
図
る
。
入
寮
学
生
た
ち
に
聞
い
た
。

上
原
敏
没
後
70
年
記
念
展
で
ご
子
息
が
講
演
／
大
好
評
「
歴
史
を
紐
と
く
」
…
❷

商
学
部
創
立
50
周
年
・
商
学
教
育
１
１
０
年
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

就
職
活
動
を
振
り
返
っ
て
・
村
松
秀
規
さ
ん
（
文
４
）
／
皆
既
月
食
観
測
会
…
❹

今
村
法
律
研
究
室
フ
ォ
ー
ラ
ム
／

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
相
馬
永
胤
の
英
文
日
記
を
寄
贈
…
❺

カ
ラ
ー
特
集

創
立
１
３
５
年
鳳
祭
／
神
田
鳳
祭
２
０
１
４
…
…
…
…
…
…
❻
❼

石
鳳
祭
／
人
間
学
部
が
研
究
発
表
会
を
開
催
…
…
…
…
…
…
❾

大
林
守
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
は
「
寮
内
留
学
は

自
分
磨
き
の
場
。
外
国
人

の
学
生
と
寝
食
を
と
も
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
摩
擦

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
に
飲
み
込

ま
れ
る
こ
と
な
く
温
か
な

人
間
関
係
を
作
る
努
力
と

工
夫
が
大
切
。
生
活
の
中

の
国
際
交
流
と
い
う
貴
重

な
体
験
を
積
み
、
成
長
し

て
ほ
し
い
」
と
学
生
た
ち

を
見
守
っ
て
い
る
。

１７
カ
国
・
地
域
の
２１
大

学
と
国
際
交
流
協
定
を
結

ぶ
本
学
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
長
期
・
セ
メ
ス
タ

ー
交
換
留
学
、
中
期
・
短

期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

る
。
寮
内
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
誕
生
で
自
分
磨
き
の

場
が
多
彩
に
な
っ
た
。

古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
と
朝
鮮
・
日
本
」

【
日
時
】
１１
月
２９
日
（
土
）
１３
～
１７
時

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
０
１
教
室

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
経
済
発
展
」

【
日
時
】
１２
月
６
日
（
土
）
１４
時
～
１７
時
３０
分

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教
室

２
人
１
部
屋

４２
人
が
入
寮

国
際
交
流
会
館
に
は
、
留

学
生
が
２３
人
∥
▽
ド
イ
ツ
▽

フ
ラ
ン
ス
▽
ア
メ
リ
カ
▽
ベ

ト
ナ
ム
▽
カ
ン
ボ
ジ
ア
▽
ラ

オ
ス
▽
モ
ン
ゴ
ル
▽
中
国
▽

台
湾
▽
韓
国
の
１０
カ
国
・
地

域
。
日
本
人
学
生
で
あ
る
Ｒ

Ｐ
と
Ｒ
Ａ
∥
レ
ジ
デ
ン
ト
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
∥
が
１９
人
。

合
計
４２
人
の
学
生
が
入
寮
し

て
い
る
（
１１
月
１０
日
現
在
）。

ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
と
の

２
人
１
部
屋
で
暮
ら
す
。
同

会
館
に
は
昼
間
、
国
際
交
流

事
務
課
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
。

寮
生
活
を
き
め
細
か
く
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
度
の
前
期

（
４
月
２５
日
～
８
月
１０
日
）

「
寮
内
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

生
を
募
集
中
。
申
し
込
み
締

め
切
り
は
１５
年
１
月
９
日
。

詳
し
く
は
国
際
交
流
事
務
課

へ
。

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

石
巻
専
修
大
学

温
か
な
人
間
関
係
を

国際交流会館で
留学生と共同生活
国際交流会館で
留学生と共同生活

画期的な「寮内留学プログラム」スタート

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
交
流
事
業
充
実

▲

寮
内
留
学
開
講
式
で
あ
い

さ
つ
す
る
大
林
セ
ン
タ
ー

長

▲ 左からガーさん、菊池さん、島田さん、J・マケンさん＝国際交流会館

部
屋
で
く
つ
ろ
ぐ
平
井
さ

ん
（
右
）
と
ル
ー
ム
メ
イ

ト
の
Ｓ
・
イ
ム
リ
ー
さ
ん

▼

「現地を旅するよりも価値がある」

「文化・習慣の触れ合いを楽しむ」
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